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1．背景 

今日の我が国では，少子高齢化,そして,団塊世代の高齢化が相まって,社会保障財政のバラ

ンスが崩れることが危惧されている.肩車社会の到来といわれるような状況にある我が国の支

え手こそ団塊世代ジュニア世代であることが人口構造をみても明らかである(国立社会保障・

人口問題研究所：日本の将来推計人口 H24 推計)． 

2．本研究の目的  

本研究の目的は,今後増えるであろうと推測される団塊ジュニア世代の男性介護者に着目

し,彼らの介護意識を明らかにすることで,サポート方法を考える基礎資料とするものである． 

3．方法 

本研究では,機縁法により協力の得られた両親が健在で,親と別居している有職の36歳～45

歳の既婚男性 10 名を対象とし半構造化面接を実施した(収集期間は 2014 年 7 月から 11 月).

面接では対象者の基本属性(自身の年齢・親の年齢・家族構成など),詳細な就業状況,介護に対

する知識の程度,介護経験の有無,親の介護について,親子関係についてに加え,配偶者や子との

関係について自由な回答をもとめた. 

面接内容は正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ(Modified Grounded Theory 

Approach；M-GTA)による探索的な分析を行った. また，分析の際のテーマは「介護意識形成

のプロセス」と設定し，分析焦点者は「団塊ジュニア世代男性」とした． 

なお,本研究は,桜美林大学研究倫理委員会の承認を受けている(受付番号；14018). 

4．結果 

・生成されたカテゴリーと概念 

データ分析の結果，24 の概念，10 のカテゴリー，2 つのコアカテゴリーが生成され，次のよ

うなストーリーラインが考えられた．カテゴリーと概念を提示する（以下，コアカテゴリーは

≪ ≫，カテゴリーは＜ ＞，概念は〔 〕で表す）．  

 団塊ジュニア世代の男性は，親の年齢，病気，身体的な老化への気付きから，遠くない未来に

おける＜介護の予感＞を感じ，それぞれの〔介護経験の有無〕や〔介護の情報の有無〕から，

介護経験や介護情報を持ってないものはやや漠然とした，それらを持もっているものはより具

体的に＜介護のイメージ＞をつくり，それぞれのイメージを基に介護を考え始める． 

 人は，様々な場所において様々な役割を持っているが，介護を考える上では，親や夫としての

役割である〔親・夫としての役割〕，介護する親に対し自分が子である〔子としての役割〕の役

割，潜在的に役割意識に影響を与えている〔潜在的な家意識〕が互いに影響を与えることによ

り生まれる，介護者としての＜役割＞を意識する． 

介護意向の形成においては，≪親へ想うこと≫も大きな要因の一つである．介護を父親の介護

と母親の介護とに分けて考えたときに，父親に対しては，家事スキルの不足を心配する〔不慣

れな家事〕と，あまり家庭内でのアクティブではない姿からくる〔妻にまかせきり〕からなる

＜父親への想い＞を抱き，母親に対しては，豊富な家事スキルを基にした〔頼れる家事技術〕，
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家庭内でのアクティブである姿からくる〔家庭的な存在〕，母親は女性であり，〔守られるべ

き存在〕であるという 3 つの気持ちからなる＜母親への想い＞を抱く． 

父親と母親に共通する感情としては，親への〔感謝の気持ち〕を基に〔親の望み〕を叶えた

いという気持ちと，親の希望を推し量る〔自分であれば〕こうしてもらいたいという気持ちが

生まれ，それらの≪親へ想うこと≫が介護意向に影響与える． 

 団塊ジュニア世代男性は，一方では，介護に使える＜マンパワー＞を〔自分が動く〕ものだけ

でなく，〔配偶者の協力〕，〔兄弟姉妹との分担〕，〔親が担う介護〕，〔専門職の手助け〕，〔施

設の活用〕と家族の内外を超えて現実的に考えており，また，介護に必ずかかるコストである

＜介護資源としての資金＞や＜介護に割ける時間＞も含め，≪リソース≫として非常に合理的

に捉える一面も持っている． 

 そして，これら＜役割＞，≪親へ想うこと≫，≪リソース≫がそれぞれに影響を与え合い，そ

の結果，〔はじまりは在宅〕から介護を始め，介護の負担が大きくなると〔施設に任せる〕とい

う＜現時点での介護像＞を導き出す．

5．考察 

今回得られた知見として，緩やかな家意識の変遷があげられる．一昔前までは，長男が介護を担

うという方法が一般的であったが，第一子であるか否かに関わらず兄弟姉妹で介護を分担する，協

力しあうという体制が見られた．対象者は就業状況など介護で割かなくてはならない，自身のリソー

スに限界があることを認識しており，兄弟姉妹間，配偶者間，健在である親との役割分担が必要で

あると考えていた．彼らは，自身の生活や世帯を守りつつ，親の介護も両立しようとする姿も分析に

よって明らかとなった．これは，合理的な考え方であるが，介護を他者にも期待している側面がある

とも考えられる． 

これらのことより，旧来に比べ緩やかとなっている家意識は，高齢化による現役世代の負担増や

職場における就業時間の長時間化などの厳しい社会環境の中で介護を行っていく合理的な方法

として習得されつつあるものではないだろうか． 

最後に，本研究の結果を基に，団塊ジュニア世代の介護に対する支援策を検討したその結果，

介護選択の幅を広げ，在宅から施設という流れをスムーズに進める支援策として，介護の知識を含

む介護情報へのアクセスルートの増加が考えられた．具体的には，アクセスルートの一つとして団

塊ジュニア世代が使い慣れている SNS などのニューメディアを活用し，一方向的な情報提供だけ

にとどまらず，相談形式のような双方向での情報提供も視野に入れることが望まれる．  
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